
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

良い知らせを伝えるのは口ではなく「足」です。よい言葉を口から言おうとする
のではなく、遣わされたところで宣べ伝えることが大切です。
『それから、イエスは彼らにこう言われた。「全世界に出て行き、すべての造られ
た者に、福音を宣べ伝えなさい。」（マルコ16:15）
この御言葉にある「出て行き」と言うのは、慣れ親しんだところから 1歩出てい
くという意味です。私たちは学校や職場、新しい仲間などいろんなところに遣わ
されます。慣れ親しんだところではなく、そこから一歩踏み出して「私はクリス
チャンです」「私は福音を伝えるものです」と手を挙げるときに、福音を語るチャ
ンスが広がっていきます。福音宣教は霊的な戦いです。私たちは『足には平和の
福音の備えをはきなさい。』（エペソ 6:15）祈りながら、福音を伝えていく必要
があります。現代訳では、『神との平和を内容とした福音をいつでも述べ伝える
ように』と書かれています。これは、神様との和解である福音を、いつでも足に
はきなさいということです。福音を伝えるのは「足」なのです。

　私たちが生きている時代は「愛が冷えた時代（マタ 24:12）」「戦争や戦争の噂
を聞く時代（マタ 24:6）」「希望が見出せない時代（ルカ 1:79）」です。希望を
見出せない人が暗黒と死の影に座っています。しかし、私たちの希望はイエス様
にあります。そして、私たちは世の光ですから、光となって周りの人々を照らし
ます。しかし、何も知らず暗闇のなかにいる人達はどうなるでしょうか。希望を
探しても見つからず、藁をも掴む思いで偽りの希望をつかみ、ますます滅びの道
を進んでしまいます。偽りの希望を中心とした国づくりが広がっていきます。で
すから、私たちは遣わされた場所で、本当の希望を伝えていくことが必要です。
『平和をつくる者は幸いです。その人たちは神の子どもと呼ばれるから。』（マタ
イ5:9）
今、平和を「つくる者」の時代です。平和をつくるクリスチャンとは何をしたら
良いのでしょうか？　私たちはどうやったら平和ができるのか、平和をつくるた
めに何をしたら良いのか、神様に祈って、行動しなければなりません。

　『ついに、私たちがみな、信仰の一致と神の御子に関する知識の一致とに達し、
完全におとなになって、キリストの満ち満ちた身たけにまで達するためです。』（エ
ペソ4:13）
教会のビジョンを共に祈りましょう。日本の教会はそれぞれに個性も賜物も違い
ます。私たちはそれぞれユニークな存在です。私たちが目指していくのは頭（か
しら）であるイエス様につながっていくことです。私たちが繋がると、『人の悪
巧みや、人を欺く悪賢い策略により、教えの風に吹き回されたり、波にもてあそ
ばれたりすることがなく』（エペソ4:14）なります。
私たちの周りにはたくさんの混沌があります。だからこそ、私たちは真剣に神様
を礼拝します。これから教会にはいろいろな考えや教えを持った人がやってきま
す。私たちは今こそ大人になり、成熟したものとして、受け皿を備えていくとき
です。
『むしろ、愛をもって真理を語り、あらゆる点において成長し、かしらなるキリ
ストに達することができるためなのです。』（エペソ4:15）
そのために愛を持って真理を語る事が必要です。ときにはクリスチャン同士、言
い難いこともあるかもしれません。しかし、私たちが互いに高め合う友ならば、
愛を持って伝え、その人を傷つけることなく、その人を立て上げていくときに祝
福される、そのような愛を持って真理を語り合う関係を築いていく必要がありま
す。

全本 みどり

来週の奉仕者
（１２月１１日）

今週は…詩篇3８篇1節～伝道者の書１章１８節

　～リビングライフより～

４

「愛します。」「愛します。」

チャーチミーティング

（ ２０２２年 １１月２７日 ） 

（要約者：岡本 享子）

先週は、週の真ん中水曜日に「主の恵みと義に信頼し救いを待ち望む信
仰者 ( 詩篇 36:1～12)」が語られました。
年末が近づくにつれ、忙しさを覚え、心が騒がされていませんか？今回
のリビングライフでは「主の恵みと義」が語られました。
【詩篇 36:5-9】
主よあなたの恵みは天にありあなたの真実は雲にまで及びます。あなた
の義は高くそびえる山。あなたのさばきは大いなる淵。主よあなたは人
や獣を救ってくださいます。神よあなたの恵みはなんと尊いことでしょ
う。人の子らは御翼の陰に身を避けます。彼らはあなたの家の豊かさに
満たされあなたは楽しみの流れで潤してくださいます。いのちの泉はあ
なたとともにありあなたの光のうちに私たちは光を見るからです。
ダビデは、悪しき者に脅かされている状況でも、神の恵みと義をほめた
たえています。主の恵みは「天にある」ので計り知れないほど大きく、
主の義は「高くそびえる山」のように揺らぐことがありません！神さま
は、私たちを御翼の陰において守ってくださり、それだけではなく、豊
かに満たしてくださいます。いのちの泉（源）は主とともにあるため、
主に信頼する者は光（希望）を見ることができます。神の光を見る者は、
闇の中でさまよいません！アーメン！！
もしも、心が騒いだら、この御言葉を思い出しましょう。私たちは、い
つも主に守られていますから！！

牧 一穂 牧師
行司 佳世 伝道師
日名 洋
西嵜 真由美
a鈴木 たかよ
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　『彼に信頼するものは、失望させられることがない。』（ローマ 10:11）どんな
人であれ、このことばを信じる人に、この約束はあてはまります。「彼に信頼す
るものは失望させられることがない」とはすごい約束です。しかし、周りの人は
どうでしょうか？多くの人がこのことを知らずに過ごしています。
『しかし、信じたことのない方を、どうして呼び求めることができるでしょう。
聞いたことのない方を、どうして信じることができるでしょう。宣べ伝える人が
なくて、どうして聞くことができるでしょう。遣わされなくては、どうして宣べ
伝えることができるでしょう。』（ローマ10:14-15）
今日の御言葉は、私たちが遣わされ、宣べ伝えるとき、そこに信じる人がいて福
音がひろがっていく宣教の流れが描かれています。

　
　今回の参議院選挙は神様の奇跡でした。政治を知っている人からは無謀な挑戦
だと何度も言われるほどでした。しかし、主は奇跡を見せてくださいました。そ
してこれは「はじまりの奇跡」です。もっと神様に期待していくこと、多くのチャ
レンジがあること、難しい課題に直面した時にも『人にはできないが神様にはで
きる』（ルカ 18:27）そのような信仰を持って、前に進むことを強く思わされて
います。ある委員会に遣わされたとき、「教会の公益性は何ですか？」と質問が
ありました。言い換えると「教会は社会の役に立っているんですか？」というも
のです。明治の頃、教会は多くの病院や学校を建てました。戦後、たくさんの福
祉施設を広げていったのも教会でした。岡山でも孤児を救うことに生涯を捧げた
石井十次の働きがありました。教会が社会の先頭に立って国を良くしていた時代
があります。今、私たちはそのようになっていかなければいけません。「教会があっ
てよかった」「育児に悩んだら教会に行こう」そう言ってもらえるような教会に
なっていくことを日本中の教会が求めていくときです。

　教育や福祉に思いを持って国会に遣わされましたが、最初に開かれた扉は福音
を宣べ伝えることでした。神様に派遣されるところで、宣教の働きは広がってい
きます。つまり、宣べ伝えることと、遣わされることは関係が強いのです。福音
を伝えることは難しいことです。家族や近しい人になるとさらに難しくなります。
祈っていてもうまく伝えられなかったり、言葉が出てこなかったり、あとで自己
嫌悪に陥ることもあります。しかし、神様に遣わされたところではとても福音が
伝えやすいです。インタビュー中にマスコミの方に伝える機会が与えられます。
遣わされるということは、宣べ伝えることがセットなのです。

　ですから私たちは、いつでも語れる準備をしておかなければなりません。終わ
りの時代、多くの人が真理を知りたいと思っています。ただ、誰に聞いたらいい
かわからない、そんな話をしてもいいのかな？そのような不安を持っています。
パウロが宣教したとき、すべての人が救われたわけではありませんでした。しか
し、その中でも信じた人がいて、それが初代教会の種になりました。ですから私
たちは、1/3、1/5 でも、その人が救われるなら、100% の信仰を持って、喜ん
で福音を伝えていくことができます。
　『むしろ、心の中でキリストを主としてあがめなさい。そして、あなたがたの
うちにある希望について説明を求める人には、だれにでもいつでも弁明できる用
意をしていなさい。』（第一ペテロ3:15）
私たちには希望があります。彼を呼び求めるならどんな人でも救われる、罪が赦
される希望です。しかし、周りを見ると「自分が悪かった」と言えない人がいます。
罪を認められない、弱さを見せることができないので、自分は正しい、自分は間
違っていないという大きな鎧を着ています。赦されることを知らず、重荷を持っ
たままでいる人が社会にたくさんいます。
『また、人々があなたがたを、会堂や役人や権力者などのところに連れて行った
とき、何をどう弁明しようか、何を言おうかと心配するには及びません。言うべ
きことは、そのときに聖霊が教えてくださるからです。』（ルカ12:11-12）
私たちが語る言葉は、立派な言葉や素晴らしい話ではありません。どんなにつた
ない言葉でも私たちがその人に届けたときに、聖霊様が働いてくださり、その言
葉を用いてくださり、その人の心に響いていくのです。

　『良いことの知らせを伝える人々の足は、なんとりっぱでしょう。』（ローマ
10:15）
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14 日   田城一愛
             岡本克子
17 日   大岡香奈
             岡本恵美子
             

７日   三村隆人  
 8 日   金森清子
 9 日   日名良太
              
             

25 日    山本まさき
26 日    山本洋子
31 日    日名陽子
              

               
　　　 

3 日   西嵜結愛
4日   平澤愛美
           平澤義美
6日   李宰昇
           

           
    
       　

             
18 日   新開陽
20 日   西嵜秀子
22 日   新開未沙子
            

早天祈祷会6：00~

セル祈祷会

20：00~県北祈祷会

李宰昇

西嵜秀子

平澤愛美 平澤義実

新開陽 森田毅

山本まさき 山本洋子

金森清子

岡本克子

新開未沙子

  草井琴乃 

大岡香奈 岡本恵美子

日名陽子 

アドベント第一週、降誕節を待ちわびるときです。イエス様は何のために
私たちのところ来たのでしょうか？それは十字架にかかるためです。口に
酸いぶどう酒をあてられ、手と足に釘を刺されたのは、私たちの口や手足
が間違った方向に進んだからです。
私たちの足は今どこにむいていますか？　もし、神様が行けと言われてい
ない方向に進むなら、そこには福音とは違ったものが広がっていきます。
神様が行けと言われる、遣わされる方向に進むなら、そこに神様の奇跡が
現れます。アドベント、イエス様を心にお迎えし、彼と共に歩む準備をし
ていきましょう。

：

今年も残すところ１ケ月となりました。先日の証の時にも紹介させて頂
きましたが、今年私に与えられているテーマは「自分の十字架を負って
イエス様についていく。」

みことばは『だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分を捨て、
日々自分の十字架を負い、そしてわたしについて来なさい。自分のいの
ちを救おうと思う者は、それを失い、わたしのために自分のいのちを失
う者は、それを救うのです。』（ルカ９：23-24）です。

十字架とは愛と赦しなのだということ、そしてその十字架を背負うこと
がいかに自分自身との戦いであるかということを今日まで本当に教えら
れ続けてきました。そんな中で十字架を投げだして逃げ出したくなる自
分自身の姿に何度も失望しました。けれど、神様はこんな私を責めるこ
とは一度もされませんでした。私が逃げないでイエス様について行くこ
とができるように何度も励まし続けてくださいました。みことばを通し、
賛美を通し、教会の家族を通し…。本当に様々な方法、助け手を通して
神様は私が立ち上がれるように助けてくださいました。その中で、私が
自分自身を愛することがどれだけできていなかったかということ、自分
の存在価値を神様のゆるがない愛の中でみることができていなかったと
いうことが照らされました。自分の罪を見ることははじめは苦しいです
が、自分がどれだけ罪人であるかがわかる時、どれだけ愛されているの
かがわかり、どれだけ愛されているかがわかる時、またさらにどれだけ
赦されているかがわかる…そんな愛の循環の中で、神様に愛されている
自分を愛することが自分を赦すことにつながり、それが隣人を愛し、赦
すことにつながっていくのだと感じています。残る２０２２年の一日一
日。神様を愛し、自分を愛して赦し、隣人を愛して赦す。そのように歩
んでいきたいです。
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アドベントⅢ

アドベントⅣ

アドベントⅡ

「遣わされるのでなければ」
ローマ10:11~15

まにわSDGs DAY
2022

誕生者のお祝い

ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

ユース礼拝17：00~
サンデーキッズﾞ15：00~

クリスマス礼拝 カウントダウン

アスリートチャーチ

お菓子の家づくり

餅つもたれつ

ユース礼拝17：00~
サンデーキッズﾞ15：00~ クリスマスマルクト


